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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・３月２９日、３０日、３１日にアドバイザー研修を行います。各施設でアドバイザー候補をいずれか１日受講させて下さい。なお、評価方法については、昨年とは違う形にしますので、前回受講した方も受講してください。

・３月１４日（火）９:３０～心電図検査があります。

　　予定患者様：五日市　規様、伊藤　五十二様、稲垣　恵利子様、井上　和美様、大上　なみ様、上久保　善郎様、木村　梅子様、小坂　君子様、　　佐々木　淳様、島浦　美千男様、滝田　英人様、田野端　忠夫様、村上　幸子様、山火　るい子様

　　以上　１４名の予定です。

・佐々木　淳様～口渇の訴え聞かれている為、３／８夕（食前）～漢方薬（白虎加人参湯）７日分処方となっています。口腔内の観察をして行きましょう。また、飲み忘れの無いよう、スタッフ声掛け行って行きましょう。時間は７:３０、１１：３０、１７：３０です。

・小坂　君子様～夜間の睡眠の不安定さ見られている為、３／８よりジプレキサ（抗精神病薬）夕から就床前へ変更となっています。精神状態の変化、夜間の睡眠状態の観察をして行きましょう。

　・稲垣　恵利子様～下肢のムズムズ感継続して見られている為、リボトリール（抗て　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　んかい剤）３／８就床前より追加処方となっています。精神状態の変

化、夜間の睡眠状態の観察をして行きましょう。

＜ビデオ学習＞

1、 不安状態にある患者様へのコミュニケーション

・不安とは･･･漠然とした恐れや危険がきそうだという感情。

　患者様の状況･･･小林あきこ様、４５歳

　　　　　　　　　夫の帰りが遅い事から、被害妄想をもち入院、夜間何度も目を覚まし、眠っていない、時折不安げな目を看護者に向ける。

　①不安を持つ患者様へのコミュニケーションの悪い例

・挨拶、患者様の名前を呼んでいない。

・患者様を見て話をしていない。

・指示的で、患者様の気持ちを促す話し方ではない。

・患者様の不安な気持ちが何によるものか理解しようとしていない。

　　　　

②不安を持つ患者様へのコミュニケーションの良い例

・患者様の不安な気持ちを受容し、話しやすい雰囲気を作る。

・患者様の苦しい気持ちを表出出来るよう促す。

・不安の原因を早く知り、患者様自らが不安に対処出来るように支援する。

・スタッフ間の言動の一致を図り、一貫した姿勢で接する。

　

2、 自閉状態にある患者様とのコミュニケーション

・自閉とは･･･自分だけの世界に閉じこもり、他者との関係を持とうとしない状態、自閉は、他者から自分を守る最終手段であり、不安や緊張を避ける為のギリギリの選択である。

　患者様の状況･･･曽根和夫様、３４歳

　　　　　　　　　１６歳で発病、入退院を繰り返している。現在、独語・空笑・自閉状態が続いている。終日病院の中で過ごし、他の患者様やスタッフと接しようとしない。看護者が患者様に話し掛けても、拒否する事が多い。

1 閉状態にある患者様へのコミュニケーションの悪い例

・指示的な言葉が多い。

・脅迫的な言動である。

・看護者の要求を優先し、患者様に威圧的な言動がある。

・患者様の自閉的な感情を理解しようとしていない。

・患者様の沈黙の意味に気付かず、自分の感情のみ表現している。

2 状態にある患者様へのコミュニケーションの良い例

・患者様に安心感を与える話し方をする。

・患者様と間を取って話し掛ける。

・段階的に話を進めて行く。

・患者様の沈黙に応える。　　

　

3、 訴えが多い患者様とのコミュニケーション

・訴えが多くなる原因

・身体的に気掛かりな事があるとき。

・不安や不満があるとき。

・スタッフへの攻撃や不満があるとき

・躁状態

・幻覚・妄想が強いとき

患者様の状況･･･大山弘様、３８歳

　　　　　　　　眠れない、焦燥感、人の目が気になる為入院。病状が改善されないため、医師から退院を指示されるが、退院に対して不安感がある。

1 訴えが多い患者様へのコミュニケーションの悪い例

・患者様の言動に巻き込まれている。

・患者様の気持ちを無視した指示的な言葉が多い。

・患者様の感情を理解しようとしていない。

・患者様の言動に対し、看護者自身の否定的な感情が潜んでいる。

・感情的に反応している。

2 訴えが多い患者様へのコミュニケーションの良い例

・患者様自身が気掛かりになっている事を見出せるよう支援する。

・患者様が安心できるような言葉をかける。

・患者様の気分転換を促す。

・看護者自身の感情をコントロールする。

・忍耐強く訴えを聞く（敵宜時間を区切る）

＜ＳＳＴ短期目標評価　Ｂグループ＞

· 佐々木　淳様～用件をまとめて話をする。→Ｃ

· 井上　和美様～自分から話し掛ける。→Ｃ

· 田野端　忠夫様～用件をまとめて話をする。→Ａ

· 上久保　善郎様～ホールへ出て来て自分から話し掛ける。→Ｂ

· 坂本　のり子様～明るい表情で会話をする。→Ａ

· 滝田　英人様～用件をまとめて分かりやすく話す。→Ｃ

· 稲垣　恵利子様～自分から挨拶をして会話をする。→Ｂ

· 上村　みわ様～ホールへ出てきて話をする。→Ｃ

· 村上　幸子様～話し掛けられたらしっかり話を聞く。→Ａ

· 船場　幸子様～笑顔で挨拶する。→Ａ


































